
成長か、発展か

•成長（growth）
–既存モデルの量的拡大

•発展（development）
–新規モデルへの不連続的移行

モデル＝仕組み（構造）

仕掛け（機能）

仕切り（マネジメント）
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イノベーションとインプルーブメント

• モデル＝仕組み（構造）、仕掛け（機能）、仕切り（マネジメント）

• Innovation（創新）
–画期的な新モデルを創り（創出）、既存モデル
から移行させること（普及・定着）

– 新規性＆進歩性→有効性

• Improvement（改善）
–既存モデルを磨きあげていく
– 効能性＆効率性→生産性
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インプルーブメント

による生産性向上

インプルーブメント

による生産性向上

イノベーションによる

モデルの刷新

イノベーションによる

モデルの刷新
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「ものづくり」と「サービス」

• 「ものづくり」と「サービス」の関係の多様化
–無関係
–代替
–補完
–相乗

•モノをサービス観点から意味づける、サービスを
変えるモノを検討する

• 「モノの所有」から「サービスの使用」へ
– Web2.0から3.0へ
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イノベーション人財育成のために、
人財育成イノベーションを！

• 教育理念のイノベーション
– 脱・「教育＝教える主義」
– 「学習者の創造」
– 皆と同じことが言えるか（凡人主義）、他人と違うことが言え
るか（変人主義）

• 人財モデルのイノベーション
– 脱・知識の（象牙製）貯金箱主義
– 自ら考え・自ら判断し・自ら行動

• 授業法のイノベーション
– 脱・知識伝授型（確かめられ・体系化された・知識を・順序
立てて・教える）

– 「学習支援型」、「互学互修型（学び合い・教え合う）」へ
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テクノロジーを・・
見つける、気づく、学ぶ、集める、拾う

選ぶ、創る、味わう、育てる、繋ぐ
広める、伝える、楽しむ・・

次世代人財の育成支援

Educationサービス

「技術の体験学習・実演販売」

次世代技術の移転・創出支援

Promotionサービス

「先端技術の産直市場」

次世代事業・サービスの開発支援

Incubationサービス

「先端技術の実証フィールド」

『秋葉原先端技術テーマパーク構想』
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